
小石川檀物蘭を守る会

再開の経過と今後の活動
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2003年9月22日

小石川植物蘭を守る会：幹事会

「′J、石川檀物蘭を守る会」は、16年前に環状3号道路（環3）の建股により檀物聞正門か

ら御殿坂の上まで圃の南東部が道路となる計画が浮上してきたときに、この計画から櫨物蘭

を守るために1987年4月に結成されました。この重大な危凱こ直面して地域住民のみな

らず植物間を愛する多くの方々が会員となり、9000名以上の署名を集め、道路計画から

植物蘭を守ることができました。

さらに4年ほど檀物闇を守る会の活動は続き、その後12年間ほとんど休眠状態でありま

したが、本年8月に、檀物耶北西側に計画されたマンション建設による植物闇の湧水への影

響の可能性という情報が入り、「櫨物蘭を守る会」再開への動きが始まりました。

1987年当時の会長鈴木さんをはじめ、会の運営に携わった方々の多くが物故されてお

りましたが、幸いなことに、当時の守る会の会報その他「雷類」と「運営費」を保管されて

いた高柳さんから引継ぎのお申し出があり、再開の運びとなりました。

8月25日「小石川櫨物間を守る会J再朋のための準傭集会においてr再開のための世詩

人会」が発足し、9月4日に高柳さんより引継ぎを受け、「再開のための世楷入会」はr幹

事会」と改称して、「小石川植物間を守る会」は再欄しましたが、本日の集会をもちまして

名実ともに正式の再開となります。

小石川植物恥は、都心に残る嘉重な自然というだけでなく、歴史的・文化的・学術的にも

極めて王事な価値を持っています。

檀物間に関わりのある方々、雑物間を紡れたことのある方々の多くが、六線蘭や後楽闊な

どとは異なるr良さ」と「価償」、r檀物蘭への思い」を熱く賄っておられます。この「思

いjは、学者、文化人、文筆家の記述にも多く残されております。

またこのことは、檀物閲が文京区の保育間、幼稚間、小学校の野外活動（速足）に頻繁に利

用され、いつ行っても子供たちの声が聞こえることにも現れています。

今回の地下住居と地下駐車場の建毅が、植物蘭にどのような影響を与えるかについては情

報が極めて不足であるといわざるを得ません。9月17日に、応用地質研究所から井戸の水

位は12メートル以下であり、構造物が井戸水に影響を与えるおそれはないという嘲告雷が

出されましたが、以下にあげる間層点には全く触れられていません。またこの報告雷では、

構造物が不透水層（関東ローム層）を貫通して下の透水層に連することを明瞭に示していま

す。これらに関しては小倉先生から詳しいお階をうかがえると思います。

●幾枚予定地およびその周辺の地形と地下水脈に関する情報の不足

■次郎稲荷の湧水および総合研究博物館分館（旧医学校本館）北東側の湧水

と建設予定地との標高差、これらの湧水への影響



②

＊地下に浸透する雨水の減少の可能性

■コンクリートからの浸出物の可飴性

●工法が不明であり、凝屈剤等の使用の有無、使用された場合の影響

■マンションの耐用年数、その後の改築時の縮刷による影響

また、真粛林は防災指針の中で、大震災時には人命救助最優先のため3日間は給水が行え

ないので、1日につき一人当たり6㍑の水を蓄えておくように勧告しています。

事業者側は、湧水に影響が出たら工事を中止して対策を立てると曹っておりますが、影響

が出たら完全に元へ戻すことは不可能でありすでに手遅れと言わざるを得ません。したがっ

て、事前に十分な嘱査と科学的な検証を行うことが不可欠であると考えます。

将来環3道路計画が再浮上する可能性は消えていませんが、現時点では、地下9メートル

にも連する地下住居と地下駐車場の建設の間糟に的を絞り、「小石川檀物蘭を守る」という

目的のために♯々な活動を行いたいと考えております。

今後も、植物闇当局はもとより、檀物聞後援会、東大理学部、東大施投節、文京区の繚機

関、等々と連絡をとりながら、文京区をはじめ全国の檀物恥こ関心のある職者、研究者儀に

も活動1、の支持を求め、「′ト石川檀物間を守る」活動を続ける所存であります。

再開のための世商人会は6名で発足しましたが、現在は会長以下幹事11名、オブザーバ

ー3名で運営に当たっておりますご人も知恵も不足しておりますので、幹事として運営に参

加して頂ける方、その他いろいろな面で力を貸して頂ける方をお待ちしております。幹事と

してあるいは文書の印刷・配布、情報の収集などご協力㈲する方は、帰りがけに受付の協力

者名簿にご記名下さい。

またこの間、多くの個人・団体の皆様から物心両面にわたるご援助を頂いております。あ

つく感謝申し上げます。

今後の活動内容

①情報の収集と交換、伝達

②檀物聞、東大、文京区、住友不動産等への

A．t括および直接交渉

8．手紙・ハガキ

C．メー／レ

D．ホームページへの書き込み

③職者、研究者等への働きかけ

④知人・友人への情報の伝達と協力依頼。

⑤署名集め

⑥その他



幹事会の活動概略 � �各所の動き 

8．10 �東京農工大小倉名誉軟投、櫨物蘭に対し、 マンション計画に伴う町内の湧水・地下水 環境への影響評価の実施を依頼 

8．25 �「小石川橿物闇を守る会」再開 準傭集会 � � 

27 �毎日新聞櫓戴“16年ぶりに「守る会」復浄■ 

9．1 �亀田樽物闇庫長、三浦事務主任訪問 � � 

9．2 �朝日新聞掲載“植物闘異例の申し入れ” 

3 �檀物価・三浦事務主任肪間 �3 �文京区環境対策襖・防災農から住友不動産 に対し、植物闇の地下水への事前影響評価 を実施するよう蓼楕文書が出される 

4 �「小石川櫨物臍を守る会」再開 �4 �毎日新聞掲載“区が業者へ影響評価求めるカ 

朝日新聞穐畿　　　　　〝 

9 �東京大学工学部花木教授肪間 �9 � 
区臓会代喪質問小石川植物闘とその隣地 の住友不動産のマンション建毅についてJ 高畑久子区農 

10 �区義金代喪質間「マンション鸞股が小石川柵物 蘭に与える影響についてJ田中和子虎区徽 

12 �稟京農工大小倉名誉教授肪間 � � 

13 �9／22集会のお知らせ6000枚作成 配布開始、ポスター作成 � � 

14 �檀物闘門前で集会のお知らせ配布 � � 

15 �JJ � � 

16 �集会のお知らせ2500枚作成、配布 � � 

建設予定地周辺のボーリング データ収集 � � 

東京大学理学部事務局に連絡／ 理学覿長との面談を賽糟 � � 

17 �住友不動産の工事説明会に参加 � � 

各党区畿・区役所各課に集会の お知らせ配布 � � 

18 �東京大学内各所にお知らせ配布 � � 

19 �鶴築基準法・都市計画法専門 現弁讐士荒秀氏肪間 � � 

小石川檀物間後援会坊間 � � 

③



④

小石川檀物蘭を守る会連絡先（臨時）

t01／f8又03－3946－0589（畳）　t0103－3946一朗32

112－0011文京区千石1－20－24　小石川檀物蘭を守る会事務所（臨時）

関係闊機関t語番号等

小石川植物圃　場14－0294　烏は3814－0139　　〒112－0001文京区白山3－7－1

東京大学　3812－2111（代表）

理学節

櫨物学教主　f8X3814－2583

施投郭

文京区　3812－7111（代表）

〒1131）033文京区本郷7－3－1

〒112－0003文京区春日卜16－21

都市計画郭指導課　5803－1237（建築紛争担当）

建築饅　5803－1262

資凛環境榔環境対策襖6803－1259（庶務）5803－1260（指導）6803－1261欄董）

総務撫防災課　5803－1179

住友不動産株式会社3346－梱0（代表）　　〒163－0820新宿区西新宿2ヤト1

マンション事業本部東京開発管理廠　3346－8892（担当：田島）

株式会社協立建築牧計事務所　3572－棚3　　〒104－0001中央区銀座7－10－16

株式会社イム都市股計一級建築士事務所3303－2400（抱当：武藤、粛潜）
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平成15年9月5日

文京区役所資源環境部

環境対策燥長　中村雅則

文京区役所総務部

防災惧長　八木　茂

住友不動産株式会社

マンション事業本部　東京開発管理部長

田　尻　正　明　様

千石2丁目マンション建設計画に伴う小石川植物園の

湧水及び地下水への事前影響評価の実施等について（要請）

多くの人に親しまれる小石川植物園は・湧水及び地下水の恩恵を受けた貴重な動植物の

環境であるとともに、震災時における地域住民の防災拠点になっており、関東大震災にお

いても′卜石川植物園内の湧水及び地下水が消防水利執こ活用された実績もあり、マンシぎ

ン建設計画に対する地域住民の関心は非常に削、状況にあります。

これまでの貴社が文京区環境対策掛こ対して行った鋭明では、マンション建設が及ぼす

′帽川植物園の湧水及び地下水に与える影響が明らかにされておりませんので、建設工事

を着工する前に事前の影響評価を実施し、その結果を速やかに本区に報告されるとともに、

地域住民に悦明されますよう要恥、たします。



毎日新聞（2008年9月4日）
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、
会
が

零
開
す
る
こ
と
に
な
っ
な
り

苧
葺
合
に
簑
さ
ん
ら

の
予
想
を
上
回
希
人
が
集

ま
っ
た
。
r
曾
決
曽
し
た
と

乳
，
～
」
に
彪
q
舟
史

に
、
都
会
の
織
を
守
る
こ
と

の
難
し
さ
を
実
感
し
た
」
と

い
う
撃
ん
。
r
間
鴨
は

轟
け
に
縞
わ
ら
な
い
だ

ろ
う
。
次
世
代
に
も
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
き
る
息
の
憂
い
運

勤
を
目
指
す
j
と
賭
す
。

一
方
、
同
血
は
r
す
で
に

さ
き
な
デ
ー
タ
を
分
析

し
た
上
で
水
に
卵
し
て
は
大

き
な
影
鬱
が
な
い
と
判
断
し

て
い
る
。
今
後
も
引
轟
き

環
状
絆
符
の
た
め
の
榊
萱
を

行
っ
て
い
く
J
と
鈷
し
て
い

る。

×

　

　

×

同
舟
の
正
式
名
称
は
r
棄

京
大
事
大
筆
洗
理
学
繋
研

究
科
付
農
機
勤
薗
」
。
堰
川

一
琶
町
の
時
代
か
ら
藁
攣
蘭
、

貴
書
の
票
と
し
て
の
歴

曇
ち
、
欄
物
僧
と
し
て

は
日
不
最
古
、
査
隋
的
に
も

古
い
。
日
本
望
遠
伴

の
地
で
も
あ
り
、
徽
霊
な
嶋

羞
す
。

住
居
専
用
等
遭
菅
は

さ
ん
で
間
卸
の
北
西
粗
に
位

置
す
る
。
地
上
4
噂
、
地
下

1
階
建
て
で
5
機
約
2
0
0

戸
が
鸞
股
さ
れ
る
計
哩
で

畿
住
民
は
壷
下
浸
く
握

る
た
め
地
下
水
脈
に
打
撃
を

与
ス
る
。
憾
謡
や
地
下
水

へ
の
熟
影
轡
は
必
至
」
と
反

発
し
計
画
の
大
嶋
変
更
を
求

め
て
い
る
。

区
は
攣
碑
文
で
r
詔
賛
時

の
地
域
住
民
の
緊
払
点
に

な
っ
て
お
り
、
闇
簾
大
靂
災

で
も
沸
き
水
、
増
下
水
が
消

防
な
ど
に
唐
用
さ
れ
た
実
績

が
あ
り
、
地
域
住
民
の
関
心

は
非
常
に
高
い
」
と
給
環
■

そ
の
う
え
で
、
禦
著
の
こ
れ

ま
で
の
鋭
明
で
は
湧
き
水
、

地
下
水
へ
の
影
縛
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ェ

瞥
筍
工
折
に
霊
前
に
影
轡
阿

価
を
実
態
し
、
そ
の
結
集
を

区
に
報
告
し
、
地
域
住
民
に

も
説
明
す
る
よ
う
求
め
て
い

る．－

一
万
、
富
と
影

響
が
出
た
場
色
の
対
策
に
つ

い
て
脇
隋
を
行
っ
て
い
る
。

【
鈴
木
玲
子
】
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朝日新聞　（2008年9月4日）

小石川植物園隣にマンション

同
園
は
約
1
6
万
2
千
平
方

㍍
。
揖
災
時
に
は
的
3
万
8

千
人
を
収
容
で
き
る
広
さ

だ
。
芸
大
に
よ
る
と
、
1

9
2
3
（
大
正
は
）
年
9
月

1
日
に
飽
き
た
闇
第
不
知

の
鮫
に
は
避
離
し
て
き
た
約

3
万
5
千
人
が
押
し
推
せ
、

江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い

た
こ
の
井
戸
が
出
府
な
水
誠

と
な
っ
た
と
い
う
。

北
西
の
隣
接
地
に
マ
ン
シ

ョ
、
ノ
址
瀧
を
計
画
し
て
い
る

の
は
隻
不
動
靴
の
徽
地
面

勘
は
約
1
万
平
方
㍍
。
地
上

1
附
地
下
1
僻
建
て
で
、
約

2
0
0
芦
が
入
る
。

計
画
で
は
地
下
約
9
㍍
ま

で
＜
い
看
打
つ
。
雫
京
大
に

よ
る
と
、
間
社
の
ポ
ー
リ
ン

グ
朋
西
鶴
異
で
は
、
井
戸
の

地
下
水
は
主
に
地
下
却
㍍
よ

れ
蔭
い
地
点
を
流
れ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
と
い
う
山

岡
尉
棚
は
轟
が
出
る
可

碓
性
は
「
柚
め
て
低
い
」
と

し
っ
つ
も
、
計
蘭
地
が
糊
の

上
流
佃
に
虻
椚
す
争
つ
見
、

倣
地
面
精
も
広
い
こ
と
か
ら

尋
兼
は
何
ら
か
の
射
爆
が

生
じ
て
地
下
水
が
減
る
可
鴨

牡
は
あ
る
」
と
み
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
同
欄
は
同

社
に
対
し
、
今
後
も
轢
耶
的

に
閑
談
を
続
け
る
こ
と
を
求

め
、
エ
解
に
伴
っ
て
水
＝
朋
が

減
る
な
ど
し
た
堀
金
は
、
新

た
に
水
を
引
く
な
ど
の
回
優

椚
腔
妾
め
て
い
る
b

射
貴
大
に
よ
る
と
、
住
友

不
動
斬
㈹
は
水
が
減
っ
た
似

合
は
同
姓
の
甜
任
で
原
状
鮎

旧
に
窮
め
る
、
と
の
皆
の

文
パ
を
同
大
に
拙
出
し
た
。

性
友
不
動
搾
広
髄
癖
は

「
薗
東
大
と
井
戸
な
ど
の
水

の
問
題
な
ど
で
糾
向
き
に
‰

誠
し
て
い
る
。
騨
し
い
内
領

は
宮
え
な
い
が
、
架
帝
大
の

苛
に
沿
っ
た
形
で
対
応
誠

を
検
討
し
て
い
る
」
と
し
て

いる。

「
地
下
水
へ
の
影
響
調
靂

文
京
区
建
設
業
者
に
求
め
る

防
災
用
水
に
も
な
っ
て
い
る
東
大
村
域
小
石
川
舶
物
冊
立
京
竪

の
井
戸
や
池
の
水
が
、
隣
吸
地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
址
闇
で
普
遍
心
配
さ

れ
て
い
る
例
題
で
、
檻
は
3
円
、
業
者
の
住
友
不
動
都
の
哲
諾
帯
毒

区
役
所
に
呼
び
、
柄
物
銅
の
地
下
水
へ
の
車
髄
鞘
騨
轡
世
襲
触
す
る

よ
う
に
文
∴
で
軍
帖
し
た
。
区
は
現
時
点
で
の
陰
番
か
ら
の
胤
明
で

は
、
膨
鞘
が
で
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
て
車
の
本

畔
ハ
エ
前
に
胡
座
の
実
施
と
そ
の
折
黒
を
鑑
に
速
や
か
に
馳
餌
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。

住
民
「
守
る
会
」
結
成
へ

稟
京
大
付
属
小
石
川
絹
物

聞
　
日
本
の
近
代
帥
物
単
発

祥
の
地
と
さ
れ
る
。
イ
チ
ョ

ウ
の
昭
子
発
見
の
木
や
万
有

引
力
の
法
則
発
見
の
ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
リ

ン
ゴ
の
木
の
接
ぎ
木
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
原
木
が
あ
る
。

江
戸
時
代
初
潮
に
誤
と
し

て
開
か
れ
、
明
治
以
降
、
東

大
の
付
根
施
髄
6
約
1
4
0

0
種
の
樹
木
、
1
5
∩
古
称

の
草
花
が
あ
り
、
有
料
で
一

般
公
伽
さ
れ
て
い
る
。

井
戸
水
の
行
方
が
心
配
さ
れ
て
い
る
小
石
川
場
物

孤
。
手
前
の
葦
地
部
分
が
マ
ン
、
ン
ヨ
ン
霊
地
＝
東

京
珊
文
京
区
で
、
本
社
ヘ
リ
か
ら

鑑
に
よ
れ
ば
、
－
月
ご
ろ

に
2
問
、
住
友
帆
か
ら
エ
車

の
地
下
水
へ
の
形
珊
の
可
磯

性
に
つ
い
て
の
瀧
明
を
受
け

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
＜
い
を
地
下
9
㍍

ま
で
打
つ
が
、
地
下
水
は
1
2

・
5
㍍
以
下
の
傑
さ
を
流
れ

て
お
り
、
お
そ
ら
く
州
超
は

な
い
と
の
髄
明
だ
っ
た
。

住
友
側
は
工
が
用
地
で
観

測
井
戸
を
二
つ
鋸
る
な
ど
し

て
い
る
。
し
か
し
、
区
は
エ

車
が
す
ぐ
に
始
ま
れ
ば
、
こ

れ
だ
け
で
は
里
肺
の
腸
情
調

増
と
し
て
は
不
十
分
と
み
て

お
り
、
噂
門
家
の
・
J
鬼
を
刷

く
な
ど
し
た
椚
疏
形
研
朝
出

を
実
施
す
る
よ
う
塑
消
し

に
。
区
に
よ
れ
ば
、
医
の
饗

満
に
対
し
て
住
友
側
は
「
園

門
す
る
」
と
述
べ
た
と
い
う
。

堅
繭
は
数
日
前
に
エ
1
日

に
ハ
エ
し
た
が
、
木
精
的
な

エ
邪
に
は
整
っ
て
い
な
い
。

こ
の
井
戸
は
、
東
大
と
区

の
関
で
防
災
協
定
が
結
ば
れ

て
お
り
、
果
愚
問
に
は
、
ル
刺

ポ
ン
プ
で
水
が
く
み
上
げ
ら

れ
る
。
快
さ
ほ
・
5
㍍
で
、

水
深
は
降
雨
な
ど
で
饗
わ
希

が
、
通
常
2
～
3
㍍
あ
あ
。

側
栗
山
災
で
は
努
＼
の
避

難
民
に
利
用
さ
れ
た
。
抑
物

川
内
に
幾
つ
か
あ
る
紬
の
水

も
椚
防
判
の
無
意
用
水
に
相

等
亮
て
お
り
、
や
は
り
わ

き
水
の
た
め
に
エ
車
の
膨
牌

が
心
配
さ
れ
る
と
い
う
。

山
　
華
南
は
弛
付
近
に
も
硯

～
珊
印
の
姉
戸
を
削
る
よ
う
に

窄
㍍
し
て
い
る
。

家
た
、
近
く
の
住
民
ら
は

近
く
、
「
榔
物
刷
を
守
る

．
会
j
を
拙
成
す
る
予
定
、
地

謡
の
町
会
鳥
だ
っ
た
光
起
大

正
甑
菜
摘
さ
ん
至
は

「
何
か
が
あ
っ
て
か
ら
で
は

適
い
っ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
地
下

一
附
榔
分
の
r
一
日
は
や
め
て

ほ
し
い
と
業
者
に
響
射
す
る

つ
も
り
で
す
」
と
詔
し
て
い

る（、
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盛
鞄
義
盛
圃
守
お
宅
空
砲
静
圏
62㌃

h
r

．
′
い
て

り
乙

だ
V

鯉
他
門
に
割
り
込
む
壷
路
護
、
嘲
せ
り
裾
前
禦
ュ
シ
三
島

・
㌧
碍
謬
済
◆
ピ
享
に
班
等
・
峯
撚
純
、
Ⅴ
寮
圧
の
票

翌

麿

意

琴

あ

臨

盃

登

覆

蒜

空

嘉

軍

二

重

滋
撼
豊
笹
瞳
空
ろ
二
三
十
六
日
に
示
石
川
絹
物
碑
を
ず
る

空
曹
鮨
就
す
弓
術
川
取
締
の
勝
代
か
ら
非
常
甲
貧
苦
華
溝
助

の
鯉
安
食
も
っ
聞
取
は
、
年
間
十
五
万
人
が
停
渋
克
触
れ
合
い
を
訳

の
て
諮
撃
、
い
る
｛
腎
阜
鎧
は
遠
的
側
が
た
め
に
電
れ
は
㌔
閻
辺
も

轟
の
隻
＝
席
で
は
寧
違
丑
と
、
町
づ
′
ら
の
発
き
簿
正
を

求
や
心
こ
と
ほ
し
て
い
る
。

住
民
ら
が
「
守
る
会
」
警
朗

沼
宗
嗜
誓
転
意
貰
手
洗

は
、
畔
葦
軍
　
字
が
匿
か
借
用
闇
嘩

電
離
の
贈
他
門
に
艮
さ
的
三
百
㍍
↑
亡

鱒
手
車
霊
屋
蓮
讐
庄
野
皐

か
－
h
一
に
。
耶
訂
蛎
域
恨
蝉
華
咋
計
綺

朝
議
金
島
柑
讐
あ
毎
が
言

誓
這
垂
岩
垂
鳶
蒜
卒
若

い
山
と
し
て
日
…
通
り
と
貰
リ
ー

督
つ
な
で
聞
線
に
し
た
い
、
と
膨
攣

し
た
．
苦
た
　
仙
椀
か
ら
約
二
紆

巨
叫
の
む
亡
．
川
田
丁
璧
ぬ
、
昏
羊

こ
聖
為
．
耕
拘
協
の
怠
邦
鞘

㈲
鼓
は
昨
龍
聖
　
二
研
珊
昔
日
ヱ

均
】
繁
盛
軍
野
草
熟
し
、

こ
れ
′
”
お
討
臆
が
関
門
の
観
望
に
詔

町
野
官
署
へ
、
拙
袴
研
究
願
誓
こ

て
芦
紺
腫
号
掬
穿
つ
、
と
す
毎
陳
綴

芸
を
塩
化
し
て
い
た
モ

ー
サ
一
心
準
は
、
付
近
C
勘
合
漠

声
崇
二
シ
ア
〆
反
射
闇
堰
代
筆

点
線
竹
は
か
使
物
研
裾
軍
都
職
計

画
寄
畑
的
∴
巨
人
善
人
と
な
っ

ん
へ
責
は
r
U
梵
鐘
渾
軋
錨
の
愚
慰

動
隻
語
蒜
モ
′
－
＋
㍍
近
い
二
卜

n
撃
あ
∵
了
ノ
ア
ノ
せ
計
聖

盟
聾
貧
基
と
．
荷
物
蛸
蓼
は
菩
率
の

警
讐
慧
都
督
届
蔓
禁
競
－
つ
”

て
い
篭
ご
ー
謡
等
撃
義
軍

間
接
や
山
国
丁
垣
の
日
山
岳
白
滝

義
挙
空
前
二
染
準
宗
一

・
ト
ご
蕎
範
頼
の
品
茶
四
m
さ

を
字
義
J
く
れ
る
鳩
胸
摘
－
藁
虔
す

芦
左
は
氷
民
立
郎
の
藤
い
ニ
ー
い

う
ど
れ
か
基
軸
を
毒
口
し
㌣
巧
、

鳩
何
問
か
望
轟
ノ
な
ど
で
運

動
の
轡
で
広
田
て
い
・
、
引
払
雪

間
鎚
に
は
六
十
年
軍
二
〃
六
キ

巴
杜
二
五
方
九
千
㌫
入
韻
し

㌔
こ
の
八
割
せ
れ
聖
や
止
で
丁
め

て
∵
彗
釘
軍
事
と
も
た
き
せ
引

韮
L
l
あ
れ
r
豆
盗
泉
庄
宮
人
城

中
の
新
田
肺
へ
郎
鮭
最
は
産
軍
で

感
熱
柚
警
凍
り
も
で
音
や
と
こ

一
品
こ
こ
だ
三
選
豊
密
等

雫
水
島
拙
着
く
客
や
干
儲

物
は
寛
領
空
等
∵
〔
寧
三
と

学
品
史
乃
櫓
動
に
榔
聖
で
か
け
て
バ

卑
三
豊
余
宕
巌
納
入
聖
祭
暫
汚

霞
い
躍
雪
面
瑚
勘
に
聖
和
H
■
∩

キ
ト
ン
竹
接
柏
射
．
草
デ
上
で
÷

ン
よ
い
一
意
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